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(b) 予測条件 

(ｱ) 送信所 

電波障害の予測は、表 6.10.2 に示した事業計画路線の周辺地域で受信できる送信局を対象に実

施した。 

(ｲ) 予測地点 

予測地点は事業計画路線の高架部沿線とし、受信アンテナ高さは地上 10ｍとした。 

(ｳ) 構造物 

構造物は、事業計画に基づき設定した。なお、架線高さは 5.1ｍとした。 

(ｴ) 予測時期 

予測時期は、事業計画路線の高架部の設置が完了する時期とした。 

 

(c) 予測結果 

予測結果は、図 6.10.10 に示すとおりであり、事業計画路線に隣接する一部の地域において、

遮蔽障害による電波障害が生じると予測される。 

ただし、事業計画路線周辺住宅の多くがケーブルテレビ等に加入していること、ケーブルテレ

ビ等に未加入の住宅の多くは中高層建築物であり、受信アンテナ高さが高架部より高くなってい

ることから、遮蔽障害による電波障害の影響は小さいものと考えられる。 

また、反射障害はほとんど生じないと予測される。 

 

 

 

 

  




